
はじめに 

石油や鉄鉱石といった資源をほとんど持たない日本は、これまで優れた技術力を生かし

て優れた製品を製造し、輸出することで、我が国の経済を支えてきました。しかし最近で

は、中国、インド、ブラジルといった国々は低価格を武器に経済成長は目覚ましく、日本

もこのグローバル化の波の影響を受けており、今後ますます国際競争が激化すると思われ

ます。日本は、この優れた技術力に一層磨きをかける以外に生き抜く術はありません。 
熱処理は、鍛造、鋳造、金型、金属プレス等と並んで重要な素形材分野の一つとして位

置付けられており、日本の代表的製品である自動車、建設機械、工作機械、航空機、電気

製品などの「ものづくり」は、こうした素形材分野の技術力を抜きには成立しないもので

あります。こうした製品の多くの部品は、熱処理加工が施されており、言い換えれば、熱

処理なしでは日本の「ものづくり」は成立しないことになります。 
素形材産業の一つである熱処理業界も、いうまでもなく国際競争にさらされております

が、大きな課題を抱えております。それは、団塊世代の大量退職が現実に始まっており、

熟練技能の伝承が困難になっていることですが、熱処理企業の自助努力だけでは、解消す

ることが難しい課題となっております。 
国も、このような事態を憂慮して、人材養成について積極的に支援を行ってきています。

平成19年度、厚生労働省は、「実践型人材養成システム」を創設しました。このシステム

の狙いは、企業に採用された新人をいち早く職場の戦力に育て上げようとするものです。

そしてその仕組みは、企業内で行うOJT（現場指導）と教育機関（熱処理の場合は東部金

属熱処理工業組合）で行うOFF-JT（座学）の組み合わせとなっています。 
当組合もこの趣旨に賛同し、多くの熱処理企業で実施されるよう推進しております。 
今般、厚生労働省から当組合への委託事業の中で、OFF-JT（座学）用としての当教材

を作成しました。当組合が長年に亘り積み重ねてきた経験をもとに作成したものです。は

じめて熱処理を学ぶ方々を念頭にして、熱処理技術及び関連技術についての入門書に仕上

げています。OFF-JT（座学）の期間中はもとよりOJTの期間中も手元に置いて活用され、

熱処理業界の発展にご尽力頂けますよう期待しております。 
最後になりましたが、当教材の作成にあたり、多大のご支援をいただいた厚生労働省を

はじめ、テキスト作成にあたられた当組合の人材養成委員会の委員の努力に深謝いたしま

す。 
 
       平成２１年３月 
 
       東部金属熱処理工業組合 
       理事長 田村捷也 
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